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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
康
で
、
希
望
に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
議
会
の
活
動
に

精
励
で
き
ま
し
た
こ
と
、
議
員
一
同
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
西
日
本
豪
雨
、
北
海
道
で
の
胆
振
東
部
地
震
と
災
害
に
み
ま
わ

れ
、
本
町
に
お
い
て
も
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
と
思
わ
れ
る
被
害
が
お
き
ま
し
た
。

議
会
に
お
い
て
も
、
町
民
が
さ
ら
に
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
防
災
に
つ

い
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
消
費
税
も
変
わ
る
予
定
で
あ
り
、
社
会
保
障
の
充
実
等
に
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
方
創
生
の
推
進
に
よ
り
、

ひ
と
の
交
流
促
進
、
活
力
溢
れ
た
地
域
社
会
の
実
現
と
、
新
規
工
業
団
地
の

伸
展
、
そ
し
て
商
業
施
設
の
誘
致
、
利
根
川
新
橋
建
設
の
促
進
、
魅
力
あ
る

ま
ち
に
す
る
た
め
に
前
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
議
員
が
、
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
町
と
協
力
し
、
皆
様
の
声
に

耳
を
傾
け
、
頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
み
の
り
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

千
代
田
町
議
会
議
長　

髙
橋　

祐
二

◎総務産業常任委員会
委 員 長　柿沼　英己
副委員長　森　　雅哉
委　　員　細田　芳雄
　　　　　襟川　仁志
　　　　　橋本　和之

◎文教民生常任委員会
委 員 長　川田　延明
副委員長　大澤　成樹
委　　員　青木　國生
　　　　　小林　正明
　　　　　大谷　純一
　　　　　酒巻　広明

議　長　髙橋　祐二
副議長　川田　延明
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開かれた議会を目指して開かれた議会を目指して

 子ども議会 　特集ページ８.９
開催日：平成30年11月６日（火）
場　所：千代田町役場　３階　議場
中学３年生　12名の子ども議員

 議会意見交換会 　特集ページ７
開催日：平成30年12月１日（土）
場　所：町民プラザ　講義室

 議会報告会 　特集ページ６
開催日：平成30年11月10日（土）
場　所：町民プラザ　講義室

傍聴者のご意見
　身近な問題が質問され、大人が気づいても発言が
できないことをはっきり発言している姿を見て感心
しました。今後も子ども議会を続けてください。
議員のコメント
　中学３年生の視点から本町の課題、町の事業を評
価して建設的な意見を堂々と発表してくれました。
町執行部からも丁寧な答弁がありました。
　３年後は、18歳になり選挙権をしっかり活かして、
投票をしてもらいたいと思います。

議員のコメント
　小学生、中学生の子育て世代の方々の、子育ての苦
労や、教育環境の課題などがわかり、議会でも、しっ
かり議論して活かしていきます。
　子どもたちの安全安心も、大事なことです。問題点
を議会でも共有できたことは、有意義なことです。
　今後も、各種団体との意見交換会は、車座になって 
議論できる会であればよいと思います。
　ぜひ、その際は、よろしくお願いします。

意見交換会に参加した保護者のコメント
　はじめてのことで正直どうなるか不安でした。子育
て世代の保護者が感じていることをお話しでき、とて
も有意義な時間をすごせました。
　今後も継続
して開催して
もらえればと
思います。貴
重な体験を本
当にありがと
うございまし
た。

参加者アンケートより
・議会を傍聴して良かった、参考になったという取
り組みを考えてほしい。毎回数名では。
・具体例をあげて説明してほしかった。（議会報告
会について）
・議員定数の削減、IT化。（資料の電子化、タブレッ
ト利用）
・視察してきたところの様子をもう少し詳しく話し
てほしいと思う。（議会報告会について）

議員のコメント
　議会では、常任委員会制度の活動を行って、行政
の監視機能や行政への政策研究や政策提言を行うこ
とが、役割としてあります。
　議会報告会では、日頃の議会活動の報告をして、
理解してもらうこと
も重要です。
　また、町民の方々
との意見交換も大事
なことです。今後も、
多くの町民の方々の
参加を希望します。

子どもたちの考えをまちづくり
の参考に

PTA・子ども会育成会連絡協議会（子育連）との意見交換会開催
― 子育て世代の感じている教育環境の整備と安心安全等の現状を聞く ―

議会活動の報告と町の皆様との
意見交換会開催
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平成30年

12月定例会
12
７

12
14

（８日間）

 本　会　議 
７日　一般質問
10日・14日

議案審議他

 常任委員会 
11日　総務産業
12日　文教民生

問

来
期
か
ら
始
ま
る
認

定
こ
ど
も
園
の
施
設
改
修

工
事
費
は
適
正
か
、
ま
た

事
務
作
業
に
つ
い
て
は
、

配
慮
を
し
て
い
る
の
か
。

答

施
設
改
修
工
事
費
は

開
園
に
向
け
た
最
低
限
の

費
用
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
作
業
は
、

保
育
園
や
幼
稚
園
の
先
生

方
と
課
題
や
問
題
点
を
出

し
合
い
、
来
年
度
の
開
園

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

問

障
害
者
自
立
支
援
負

担
金
に
つ
い
て
、
金
額
が

大
き
く
人
数
が
増
え
た
が
、

内
容
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
。

答

今
年
度
対
象
者
が
増

加
し
ま
し
た
。
行
動
援
護

扶
助
費
（
付
き
添
い
支
援
）

２
名
分
、
就
労
継
続
支
援

扶
助
費
（
就
職
に
向
け
た

訓
練
）
６
名
分
、
計
画
相

談
支
援
扶
助
費
（
サ
ー
ビ

ス
の
計
画
策
定
に
関
す
る

こ
と
）
９
名
分
と
今
後
の

増
加
分
も
考
慮
し
た
費
用

に
な
り
ま
す
。

問

幼
稚
園
、
保
育
園
の

臨
時
職
員
の
募
集
を
し
て

も
集
ま
ら
な
い
が
、
問
題

は
な
い
か
。

答

全
国
的
に
保
育
士
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
パ
ー

ト
職
員
や
派
遣
職
員
を
採

用
し
て
い
る
が
、
資
格
を

持
っ
た
経
験
の
あ
る
方
で

ク
ラ
ス
の
補
助
的
な
仕
事

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問

農
業
委
員
会
の
能
力

報
酬
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
活
動
実
績
に
応
じ
て
支

給
さ
れ
る
の
か
。

答

能
力
報
酬
と
は
、
農

地
利
用
最
適
化
交
付
金
で

１
０
０
％
国
の
補
助
金
で

す
。
国
が
示
す
支
給
方
法

に
よ
り
、
均
一
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

問

定
住
・
移
住
促
進
事

業
の
11
世
帯
分
の
補
助
金

追
加
つ
い
て
、
今
後
も
増

額
す
る
見
込
み
が
あ
る
の

か
。

答

補
助
金
に
つ
い
て
は

町
外
か
ら
本
町
に
、
住
宅

を
購
入
さ
れ
た
方
に
限
定

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
今
年
度
は
現
在
ま
で

16
件
で
さ
ら
に
追
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

問

温
水
プ
ー
ル
の
施
設

管
理
事
業
で
５
０
０
万
円

補
正
し
、
雨
漏
り
の
た
め

屋
根
の
改
修
工
事
を
す
る

が
、
以
前
大
改
修
を
し
た

よ
う
だ
が
。

答

以
前
の
大
改
修
は
、

外
壁
の
塗
装
工
事
を
全
面

実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
の
猛
暑
も
影
響
し
防
水

シ
ー
ト
に
亀
裂
が
目
立
ち
、

雨
漏
り
が
ひ
ど
く
、
補
修

で
は
無
理
と
い
う
事
で
屋

上
に
防
水
シ
ー
ト
を
全
面

に
張
る
工
事
を
し
ま
す
。

問

町
民
プ
ラ
ザ
の
ボ
イ

ラ
ー
修
繕
料
に
つ
い
て
内

容
を
聞
き
た
い
。

答

排
気
ガ
ス
が
少
し
で

す
が
室
内
に
漏
れ
て
い
る

た
め
の
修
理
費
で
す
。

主
な
質
疑

民
生
費
の
児
童
福
祉

総
務
費（
一
般
経
費
）

約
６
３
３
万
円
追
加

教
育
費
の
町
民
プ
ラ

ザ
費（
修
繕
料
）

40
万
円
追
加

農
林
水
産
業
費
の
農

業
委
員
会
費（
能
力

報
酬
）

約
２
２
９
万
円
追
加

民
生
費
の
障
害
者
福

祉
費（
障
害
者
自
立

支
援
事
業
）

約
５
３
９
万
円
追
加

民
生
費
の
児
童
福
祉

施
設
費（
保
育
園
管

理
運
営
事
業
）

約
４
８
０
万
円
減
額

総
務
費
の
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
事

業
費（
移
住
者
住
宅

取
得
費
等
補
助
金
）

５
０
０
万
円
追
加

教
育
費
の
総
合
体
育

館
・
温
水
プ
ー
ル
費

（
施
設
改
修
等
工
事

費
）５

０
０
万
円
追
加

　

平
成
30
年
第
４
回
議
会
定
例
会
が
、
12
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
８
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
条
例
の
改
正
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
他
に
つ
い

て
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、

町
の
考
え
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

屋上の修理が予定されている温水プール小体育館
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問

用
地
買
収
は
完
了
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
延
伸
に
つ

い
て
の
計
画
は
。

答

２
件
の
未
契
約
箇
所
が
あ
り

ま
す
。
交
渉
を
続
け
な
が
ら
施
工

す
る
予
定
で
す
。

　

延
伸
に
つ
い
て
は
現
在
の
工
事

と
合
わ
せ
て
現
地
調
査
を
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
委
託
発
注
し
て
い
る

状
況
で
す
。

問

東
西
県
道
に
接
続
部
で
の
安

全
面
、
信
号
機
等
の
運
用
は
。

答

警
察
と
館
林
土
木
事
務
所
と

の
交
差
点
協
議
を
踏
ま
え
て
双
方

共
に
、
直
角
的
な
形
で
の
接
続
に

な
り
ま
す
。
東
側
の
接
続
に
関
し

て
は
既
存
の
信
号
機
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
の
よ
う
に
す
る
か
都
市

計
画
道
路
と
合
わ
せ
て
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

問

工
事
中
の
通
学
路
の
安
全
確

保
は
。

答

警
備
員
を
配
置
し
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
図
り
ま
す
。
ま
た

通
学
の
時
間
帯
は
車
の
出
入
り
を

控
え
る
な
ど
の
配
慮
す
る
よ
う
指

示
し
ま
す
。

問

国
か
ら
の
交
付
金
は
ど
の
程

度
か
。
ま
た
完
成
後
の
交
通
量
の

予
測
は
。

答

通
常
事
業
費
に
対
し
て
55
％

の
補
助
で
す
が
度
重
な
る
全
国
的

な
災
害
の
関
係
で
減
っ
て
い
る
状

況
で
す
。
交

通
量
は
、
１

日
５
千
台
以

上
通
行
す
る

事
を
見
込
ん

だ
大
型
交
通

量
の
道
路
設

計
と
な
っ
て

い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
赤
岩
新
福

寺
線
道
路
築
造
工
事
第
１

期
の
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

11
15
第
２
回
臨
時
会

平
成
30
年
第
２
回
臨
時
会
に
、
議
案
１
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

念
願
の
都
市
計
画
道
路
、

　
　
　
　

全
会
一
致
で
着
工
決
定

審議議案と議員の賛否（第２回臨時会・第４回定例会）
上程された議案・概要・結果

大
澤　

成
樹

酒
巻　

広
明

橋
本　

和
之

大
谷　

純
一

森　
　

雅
哉

川
田　

延
明

襟
川　

仁
志

小
林　

正
明

柿
沼　

英
己

細
田　

芳
雄

青
木　

國
生

髙
橋　

祐
二

議決結果
（賛成：反対）

第２回臨時会
工事請負契約の締結
◇【都市計画道路３・４・70赤岩新福寺線、道路築造工事（Ⅰ期）の契約締結。
工事場所は、赤岩新福寺線の既に完成している東側、赤岩地内（県）赤岩足利線
までの延長147m幅員17mと、西側、舞木地内（主）足利千代田線までの延長
180m、幅員17mの道路築造工事。契約額7,398万円（税込）。工期は議決後か
ら平成31年３月22日予定。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

第４回定例会
条例の一部改正
千代田町職員の給与に関する条例等　◇【人事院勧告及び群馬県人事委員会勧告
を受け、本町においても国及び県に準じて、給料表及び期末手当、勤勉手当の支
給月数などを改正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町福祉医療費の支給に関する条例　◇【群馬県において平成31年４月から
重度心身障害者の方の食事療養費の助成につき、一定の所得のある方は自己負担
となったことに伴い、町福祉医療費の支給に関する所要の改正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例　
◇【厚生労働省で定める「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準」
の文言修正追加に伴い本町の所要の改正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

平成30年度　補正予算
一般会計（第３号）
◇【4,937万円を追加し総額約47億3,791万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

国民健康保険特別会計（第２号）
◇【約253万円を追加し総額約14億7,551万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

後期高齢者医療特別会計（第１号）
◇【約128万円を減額し総額約１億1,830万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

介護保険特別会計（第３号）
◇【約22万円を追加し総額約９億2,447万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

下水道事業特別会計（第２号）
◇【約５万円を減額し総額約２億3,482万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対）

進み始めた都市計画道路
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年齢別参加者 町議会に期待すること

60歳代
33%

50歳代
26%
50歳代
26%

70歳代
30%

30歳代
4%

40歳代
7%

行政の
チェック
14%

政策提言
23%

町民との対話・
意見交換
37%

町民との対話・
意見交換
37%

情報発信
23%

その他
3%

利根川の活性化について
意見　利根川へ新橋架設に向け議員がプロ
ジェクトチームを立ち上げて、着工と並行し
て利根川・河川敷・護岸・川の駅や防災拠点
など整備を進めて欲しいです。
議員　新橋架設と並行して周辺地域の整備に
ついても協議し取り組んでいきます。

農商工振興対策について
意見　農商工振興への考えは。
議員　JAや商工会などの各種団体と連携を
しながら、６次産業への補助金などを活用し、
新たな雇用や産業の掘り起こし、また定住・
移住につなげられればと考え、これからも協
議していきます。

ごみの問題について
問　生ごみの水分を飛ばすことで、ごみ減量
化につながると思うが、簡易脱水機への補助
金を支給する考えは。
答　町民の方々にも協力してもらいながら、
補助金も含め協議してごみの減量化に向け取
り組んでいきます。

問　ごみと資源物の分別が出来ていないので、
ルールを守るように事業者にも指導してはど
うか。
答　協議して町に伝えていきます。

部活動指導員の採用について
問　部活動指導員の現状は。
答　中学校に配置され部活指導をしていま
す。

みなさんのみなさんのご意見ご意見に答えますに答えます
第６回「議会報告会」を開催いたしました第６回「議会報告会」を開催いたしました未来へ

向けた‼ 

　平成30年11月10日（土）町民プラザに　平成30年11月10日（土）町民プラザに
て、１部として総務産業・文教民生の各て、１部として総務産業・文教民生の各
常任委員会・議会改革推進特別委員会の常任委員会・議会改革推進特別委員会の
活動状況などの報告及び質疑応答、２部活動状況などの報告及び質疑応答、２部
として意見交換会を行いました。として意見交換会を行いました。
　28名にご参加いただき、さまざまなご　28名にご参加いただき、さまざまなご
意見を伺うことができました。意見を伺うことができました。

　各委員会での調査活動を
通じて、町民のご意見を政
策に反映できるよう議員一
同がんばります。

ご意見ありがとうご意見ありがとう
ございましたございました

参加者アンケート（一部を紹介）

議会報告会での質疑と意見交換会でのご意見等について、いくつか紹介します。

●第２部　意見交換会●●第１部　報告会●
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１．子育て世代について
子育連　ちよだ未来塾や放課後子ども教室の取り組
みは評価できる。
西小Ｐ　児童館・学童保育・保育園の預かり時間の
延長を検討してもらえないか。現在の児童館の終了
時刻では親が仕事後に子どもを迎えに行くことが困
難である。特に西小学童の定員オーバーは早急に改
善してもらいたい。
議員　待機待ちが出ないよう議会として行政に増設
等の要望をし、利用者のニーズに応えられるように
したい。

２．教育環境の整備について
子育連　山屋記念図書館と町民プラザの両方が月曜
休館だと子どもが勉強する場所がない。特に夏休み
中はとても困る。
　リーダーズクラブで活動してくれる子どもがいな
いので、中学生の時から育てる環境を作って欲しい。
　親子参加型のイベントを増やして欲しい。
　中学校の部活動が定員を超えた場合の入部の仕方

を検討してもらいたい。
西小Ｐ　広域で体育着等の規格を統一して価格を抑
えたり、リユースしやすくしたりできないか。
議員　学校の体育着の価格が昔より高く保護者の負
担になってないか。PTAから学校へ要望できない
か。
中Ｐ　体育着等は学校が決めるので、こちら側から
言ったことはない。価格は高いと感じるので町から
補助が出ると有り難い。

３．安心安全について（関連記事P.19）
子育連　ケガに対しての学校の初期対応について、
親の到着を待つより、病院へ受診させて欲しい。
　学校給食でアレルギー対応の給食が作れないの
か。
西小Ｐ・東小Ｐ　老人会などと連携して子どもの見
守り隊を充実できないか。さらに宅配便や福祉施設
の巡回車と提携して見守り隊を強化できないか。
議員　通学路の防犯カメラ設置についても場所選定
などに際しPTAや子育連から意見を言って欲しい。

PTA・子育連と意見交換会を開催しました。

子育て子育てやや教育環境教育環境などのなどの

問題点問題点についてについて協議！協議！
平成30年12月１日（土）
午後７時～　町民プラザ講義室
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子ども議会
11月６日（火）に子ども議会が開催されました。
千代田中学校３年生の12名が“子ども議員”となり、子ども
ならではの視点で、町への質問や意見をしました。その一部
を紹介します。 中

学
生
議
員
、
議
場
で
大
活
躍
！

利根川について
２組
藤本菜乃花

Ｑ 魅力ある利根川をきれいにするため
に町民で川の掃除をする機会やゴミのポ
イ捨て禁止の決まりを作ってはどうか。
Ａ 利根川の美化活動は、毎年４月に「河
川美化運動」、７月には「利根川クリー
ン作戦」を実施しています。今後も関係
機関と連携し、川の美化と環境整備に取
り組んで行きます。

千代田町の交通網について
２組
宗川岳叶

Ｑ 町の活性化や、高齢者の交通手段の
確保のために、計画している新橋の下を
通る電車の路線を通してほしい。
Ａ 本町から鉄道路線を通すには、新た
な橋が必要であると考えます。実現は厳
しいかと思いますが、群馬県館林土木事
務所長に対し、新交通システム等を整備
してはどうかとの話しもしています。

飲食店について
１組
亀山友希

Ｑ 町内に飲食店が少ないと感じている。
町では飲食店を開きやすくなるような工
夫をしているか。
Ａ 飲食店を開きやすくする工夫につい
ては、一部の区域に限られますが、「商業
施設立地促進奨励金」という制度があり、
開業などに係る費用の支援をしていま
す。

千代田町への明るさ導入について
２組
伊藤一希

Ｑ 高齢者の方が暮らしやすい街になる
ように、公共施設の看板を見やすくして
はどうか。
Ａ 公共施設の看板を見やすくすること
について、一度に全部直すことは難しい
ので、耐用年数が経過するものから、考
えていきたいと思います。

利根川の活用方法について
２組
関根柊磨

Ｑ 町に観光客を呼び込むために利根川
を活用した今まで以上にマリンスポーツ
のイベントを企画してはどうか。
Ａ 利根川は本町にとって欠かすことの
できないものです。豊かな自然の魅力を
最大限引き出し、より多くの人々が訪れ
てくれるような施策を協議していきたい
と思います。

街灯について
３組
川上翔貴

Ｑ 夜道や裏路地での事件・事故のニュー
スが後を絶たない。防犯のためにも今ま
で以上に街灯を多く設置してほしい。
Ａ 本町の街灯は、防犯灯という形で設
置をしています。地元区長さんや皆さん
の意向を聞きながら優先的に設置する箇
所を選別し、設置していきたいと考えて
います。

高橋町長 子ども議員と後列左から議長・教育長・町長・副町長・副議長

貴重な体験をすることができてよかったで
す。

貴重な体験ができて、とても楽しかったで
す。

貴重な体験をする事が出来て良かったで
す！

貴重な体験ができました。ありがとうござ
いました。

普段、体験することのできない貴重な体験
をすることができ、良かった。

とても緊張しました。

議席番号

04

議席番号

05

議席番号

06

議席番号

01

議席番号

02

議席番号

03

千代田町議会だより「大河」145号　平成31年１月25日発行 8



髙橋議長あいさつ
　質問内容を拝見させていた
だき、議場で町の将来について、
夢や希望、疑問に思う事の質
問が素晴らしい率直な内容で
感心しています。町や議会に
興味を持ってもらい、一緒に

なり町を作って行ければと思います。また、協
力いただいた先生方ありがとうございました。

川田副議長講評
　発言している姿は大変立派でした。町の
活性化の話、利根川の利活用、町民の幸せ、
安心安全の話。貴重な経験をされ今後大人
になるにつれ、町の発展、町民の幸せのこ
とを考えてくれればと思います。これから
も頑張ってください。

マスコットについて
３組
北村希美

Ｑ 町のマスコットキャラクターにかか
る費用が多額だと聞いた。今後マスコッ
トキャラクターをどのようにPRしてい
く計画か知りたい。
Ａ「みどりちゃん」の活動にはクリーニン
グ費用に年間約３万円がかかっている程度
です。町には「樹里ちゃん」もいますので、一
緒に活躍してもらいたいと考えています。

商業施設と室内の遊び場の建設について
３組
羽石円華

Ｑ 町内に商業施設などが少ないと感じ
ている。町の活性化のためにも、商業施
設や室内の遊び場を建設してほしい。
Ａ 現在、町内の新たな商業用地に出店
してもらえる事業者を募集しているとこ
ろです。室内の遊び場については出店業
種の一つとして、検討していければと考
えています。

千代田町のグローバル化が進んでいないことについて
３組
村田悠人

Ｑ 外国からの観光客に対応するために
英語を話せる人を千代田町でも増やし、
町全体の国際化を進めてはどうか。
Ａ 多くの外国人観光客を迎えるために、
英語力も必要と考えます。今後も様々な
施策を検討し、日本文化の良いところは
残しつつ、町のグローバル化を進めてい
きたいと考えています。

中学校での雨漏りについて
１組
齋藤理来

Ｑ 中学校内で雨漏りをしている場所が多
い。未来を担う中学生が学ぶ場所なので、
雨漏りをしている箇所を直してほしい。
Ａ 中学校の校舎については、様々な修
繕工事を実施してきましたが、今後も学
校の先生と連携を図りながら、雨漏りゼ
ロを目指して補修工事を実施していきた
いと思います。

フリーWi-Fiについて
１組
小林俊介

Ｑ 町のグローバル化、情報社会への対
応におくれを感じる。町民プラザなど町
の公共施設にフリーWi-Fiを設置しては
どうか。
Ａ 平成31年度には、Wi-Fi環境の整備に
関する調査・研究を行い、その結果を踏ま
えて平成32年度以降に、Wi-Fi環境の整
備に取り組んでいければと考えています。

町の安全について
１組
川上陽生

Ｑ 町内に駐在所が少なくあまり安全で
はないと思う。いざという時の安全を確保
するためにも駐在所を増やしてほしい。
Ａ 駐在所の設置数は人口あたりに換算
すると近隣の町に比べて決して少なくは
ない状況かと思います。町の安全安心は、
警察と地域住民の連携によって、守って
いくことが大変重要です。

子ども議員と町議会議員

村田子ども議長

川上子ども副議長

岡田教育長

とても緊張したけれど、いい体験になりま
した！

楽しかったです。議員さんにはこれからも
頑張ってほしいです。

初めて議会を体験しました。とても良い思
い出になりました。

貴重な体験、ありがとうございました。

とても緊張しましたが、貴重な体験ができ
ました。

議会について学ぶことができました！

議席番号
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議席番号

11

議席番号
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議席番号

07

議席番号
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議席番号
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６議員が登壇６議員が登壇

森　　雅哉 議員 P.11

①  オープンガーデンへの取り組みについ
て

橋本　和之 議員 P.13

① 新たな財源確保プロジェクトについて

大谷　純一 議員 P.15

① 近隣の医療体制と展望について

酒巻　広明 議員 P.12

① 新しい雇用環境の創出について

川田　延明 議員 P.14

① 千代田町に居住する外国人について
②  交通弱者対策について

大澤　成樹 議員 P.16

① ランドセル・かばんの重さ低減について
②  小・中学校の交通安全対策について

一 般 質 問
そこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問とは議員一人の持ち時間が決められており、（千代田町は答弁も含め40分以内で
す。）その中で、町長や町行政機関の長に対し、町の施策等、考えや、報告、説明を求め、
または、質疑をすることです。議会だよりは、その内容を要約して報告します。
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問　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

の
採
用
基
準
は
。

町
長　

町
の
趣
旨
に
沿
っ

た
も
の
が
基
準
で
、
各

オ
ー
ナ
ー
が
丹
誠
込
め
て

育
て
た
花
木
を
有
す
る
花

や
花
壇
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問　

来
訪
者
に
対
し
て
販

売
を
行
う
こ
と
は
。

町
長　

個
人
や
業
者
の
判

断
に
委
ね
た
い
と
思
い
ま

す
。
創
意
工
夫
を
し
て
販

売
も
積
極
的
に
行
っ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の

趣
旨
は
心
を
込
め
て
育
て

た
花
木
を
公
開
し
、
景
観

を
楽
し
み
な
が
ら
訪
れ
た

皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
る

も
の
な
の
で
、
営
業
が
メ

イ
ン
と
な
っ
て
、
訪
れ
た

方
の
気
分
を
害
さ
な
い
よ

う
に
心
が
け
て
も
ら
え
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

看
板
を
も
っ
と
大
き

く
し
た
ほ
う
が
わ
か
り
や

す
く
、目
立
つ
と
思
う
が
。

町
長　

大
き
さ
に
つ
い
て

は
既
に
設
置
済
み
で
す
の

で
、
老
朽
化
に
よ
り
更
新

す
る
際
に
は
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

耕
作
放
棄
地
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
何
か
果
樹
の
よ
う
な

も
の
を
植
え
て
、
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
的
に
見
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
は
。

町
長　

事
業
を
実
施
し
て

く
だ
さ
る
方
や
農
地
の
引

き
受
け
手
が
い
る
か
ど
う

か
な
ど
課
題
も
あ
り
、
耕

作
放
棄
地
を
解
消
す
る
た

め
の
一
つ
の
対
策
案
と
し

て
協
議
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
農
業
関
係
者
も

含
め
て
観
光
農
園
等
も
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

太
田
市
や
館
林
市
な

ど
近
隣
の
市
や
町
と
相
互

に
紹
介
し
合
う
こ
と
は
。

町
長　

近
隣
の
市
町
と
の

連
携
は
将
来
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

オープンガーデンの採用基準は

【 町長 】オープンガーデンの趣旨に
沿ったものです

森　雅哉議員
M A S A Y A  M O R I

とても楽しい内容のパンフレットも出来ています

つぶやき

きれいな庭を見学でき
るのはいいですね。
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問　

町
内
事
業
者
数
、
事

業
所
数
の
数
値
目
標
の
経

過
と
目
標
達
成
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
。

町
長　

平
成
28
年
経
済
セ

ン
サ
ス-

活
動
調
査
の
確

報
値
で
は
、
町
内
の
従
業

者
数
は
６
，
５
９
７
名
、

事
業
所
数
は
５
２
３
カ
所

で
、
と
も
に
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
商
業
用
地
へ

の
優
良
企
業
の
誘
致
や
、

平
成
33
年
度
分
譲
予
定
の

千
代
田
第
二
工
業
団
地
を

積
極
的
に
推
進
し
、
事
業

所
の
増
加
と
雇
用
拡
大
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

新
し
い
雇
用
環
境
の

創
出
と
し
て
起
業
、創
業
、

独
立
開
業
を
目
指
す
方
に

対
し
て
の
支
援
策
は
。

町
長　

町
と
商
工
会
が
連

携
し
て
、
創
業
支
援
事
業

計
画
の
認
定
を
受
け
役
場

内
に
連
絡
窓
口
を
設
置
し
、

商
工
会
や
金
融
機
関
の
協

力
機
関
に
創
業
希
望
者
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
詳
細
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
チ
ラ

シ
等
に
よ
り
創
業
希
望
者

に
周
知
し
て
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
創
業
し
、
町

の
活
性
化
に
つ
な
げ
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

雇
用
対
策
な
ど
に
対

し
て
の
支
援
策
は
。

町
長　

職
場
環
境
改
善
セ

ミ
ナ
ー
を
始
め
、
即
戦
力

と
な
る
技
術
者
育
成
の
た

新しい雇用環境の創出は

【 町長 】町の活性化につなげればと
考えています

酒巻 広明議員
HIROAKI  SAKAMAKI

め
に
館
林
職
業
訓
練
校
と

太
田
職
業
能
力
開
発
推
進

校
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
専

門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
相
談
員
が
必
要
と
な
る

の
で
、
求
職
者
に
対
し
て

商
工
会
を
通
じ
県
商
工
会

連
合
会
か
ら
専
門
職
員
を

配
置
し
て
も
ら
う
な
ど
の

対
応
を
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ち

よ
だ
商
業
用
地
の
進
捗
状

況
は
。

町
長　

近
隣
の
新
規
開
発

事
業
や
人
口
減
少
社
会
に

伴
う
小
売
業
の
新
規
出
店

鈍
化
の
影
響
も
あ
る
が
、

一
日
も
早
い
出
店
事
業
者

の
決
定
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
。

町と連携してワンストップ相談窓口を設置し個別相談を実施
している商工会

つぶやき

将来の町を担う若者世
代の力はとても大切！
頑張る方への働きがい
のある環境づくりが重
要と考えます。
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問　

新
た
な
財
源
確
保
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
進
捗

と
評
価
は
。

町
長　

町
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
広
告
枠
を
増

や
し
た
り
、
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
公
用
車
を
販

売
し
収
入
実
績
を
上
げ
ま

し
た
。
全
体
的
に
順
調
に

推
移
し
成
果
が
出
て
い
る

も
の
と
評
価
し
て
い
ま

す
。

問　

明
和
町
が
実
施
し
て

い
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

と
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
、
本
町
で
は
ど

の
程
度
、
調
査
研
究
を
進

め
て
い
る
の
か
。

町
長　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
に
つ
い
て
は
、
公
募
に

向
け
具
体
的
な
施
設
の
選

定
や
金
額
等
の
条
件
の
検

討
な
ど
調
整
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
は
、
町

が
実
施
す
る
事
業
と
企
業

の
Ｐ
Ｒ
と
Ｃ※

Ｓ
Ｒ
事
業
の

合
致
が
最
も
重
要
と
考
え
、

企
業
情
報
交
換
会
な
ど
で

企
業
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

な
が
ら
、
調
査
研
究
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

問　

今
年
度
か
ら
広
域
公

共
路
線
バ
ス
の
運
行
が
変

更
に
な
っ
た
が
、
変
更
後

の
利
便
性
に
対
し
て
町
に

意
見
が
あ
っ
た
か
。ま
た
、

広
域
公
共
路
線
バ
ス
の
費

用
軽
減
、
有
効
活
用
と
し

て
沼
田
市
で
は
鎌
田
線
に

お
い
て
、
路
線
バ
ス
で
ヤ

マ
ト
運
輸
の
貨
物
輸
送
を

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

本
町
で
も
空
き
時
間
・
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て

野
菜
な
ど
を
農
協
に
搬
入

す
る
輸
送
業
務
や
各
役
所

間
の
書
類
・
荷
物
の
受
け

渡
し
等
検
討
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

町
長　

運
行
変
更
に
つ
い

て
は
、
町
に
寄
せ
ら
れ
た

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
。
貨

物
等
の
輸
送
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
の
路
線
に
お
い
て

他
市
町
と
広
域
で
運
行
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
市

町
及
び
バ
ス
会
社
と
の
協

議
等
が
必
要
な
の
で
、
運

転
手
不
足
な
ど
他
に
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の

沼
田
市
の
取
組
み
は
県
内

初
で
あ
り
、
今
後
の
実
績

等
に
注
視
し
つ
つ
、
こ
の

地
域
で
の
導
入
の
可
能
性

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

す
。

新たな財源確保プロジェクトの
評価は

【 町長 】順調に推移し成果が出ています

橋本 和之議員
KAZUYUKI HASHIMOTO

※ CSR
企業がお世話になっている人すべ
てに自分たちの利益を還元し、信
頼関係を築くための様々な取り組
みのこと。

運行ダイヤと路線変更があった「館林明和千代田線」

つぶやき

路線バスの経費節減、
利便性向上のため、自
動運転などの新技術を
積極的に取り入れても
らいたい。
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問　

本
町
に
住
む
外
国
人

は
何
名
の
方
が
在
住
し
て

い
る
か
、
ま
た
国
保
の
加

入
状
況
は
。

町
長　

平
成
30
年
10
月
末

現
在
３
６
２
名
で
す
。
21

カ
国
の
方
が
住
民
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
の
健
康

保
険
加
入
者
は
１
０
３
名

で
す
。

問　

町
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

は
な
い
か
、
ま
た
町
の
治

安
は
大
丈
夫
か
。

町
長　

住
民
と
の
ト
ラ
ブ

ル
は
現
在
報
告
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
大
泉
警
察
署
管

内
の
犯
罪
件
数
は
、
前
年

よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
大
泉
警
察
署
と
３
町

が
連
携
し
て
犯
罪
の
無
い

環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

問　

交
通
弱
者
対
策
で
、

買
い
物
や
病
院
へ
の
通
院

に
対
し
て
も
利
便
性
を
高

め
ら
れ
な
い
か
。

町
長　

基
本
と
な
る
交
通

サ
ー
ビ
ス
は
広
域
公
共
バ

ス
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
あ
ん
し
ん
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
買
い
物
代
行

サ
ー
ビ
ス
や
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
た
際
の
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
。

外国人労働者が増え治安に
不安があるが対応は
【 町長 】犯罪を起こしにくい環境づくりに

取り組んでいきます

川田 延明議員
NOBUAK I  KAWATA

問　

舞
木
地
内
都
市
計
画

道
路
沿
線
に
商
業
用
地
を

確
保
で
き
な
い
か
。

町
長　

赤
岩
舞
木
地
内
で

は
区
画
整
理
事
業
に
よ
り

良
好
な
町
並
み
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
区
画
整
理

地
内
は
原
則
的
に
住
居
系

の
用
途
指
定
で
、
そ
の
他

は
市
街
化
調
整
区
域
と
し

て
抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
利
根
川
新
橋

の
事
業
化
に
伴
い
新
た
な

交
通
拠
点
と
し
て
周
辺
の

開
発
事
業
化
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問　

利
根
川
新
橋
は
実
現

す
る
の
か
。

町
長　

今
年
度
見
直
さ
れ

た
県
土
整
備
プ
ラ
ン
に
も

平
成
34
年
着
手
と
載
っ
て

い
ま
す
。
熊
谷
市
長
と
も

連
携
を
と
り
な
が
ら
埼
玉

県
・
群
馬
県
・
栃
木
県
と

更
に
は
国
交
省
に
も
要
望

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
で

き
る
限
り
を
尽
く
し
て
平

成
34
年
度
に
は
橋
を
つ

く
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

県道への接続を待つ都市計画道路、幹線道路への接続決定

つぶやき

交
通
弱
者
に
対
し
て
利
便
性
を
高

め
ら
れ
な
い
か

【
町
長
】　

広
域
公
共
バ
ス
と
考
え
て
い
ま
す

早く利根川新橋が実現
すればこの地域も発展
するんだけどなぁ。
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問　

公
立
館
林
厚
生
病
院

の
平
成
29
年
度
の
赤
字
は

約
５
億
円
、
繰
越
欠
損
金

は
約
91
億
円
、
企
業
債
の

残
高
は
約
80
億
円
も
あ
る

が
、
経
営
状
態
は
。

町
長　

収
益
に
つ
い
て
は

好
転
し
て
い
ま
す
が
、
常

勤
医
師
数
が
少
な
く
収
益

の
増
収
に
つ
な
げ
る
た
め

に
も
当
面
の
目
標
と
し
て

常
勤
医
師
を
50
名
に
し
た

い
で
す
。

問　

病
院
経
営
に
精
通
し

て
い
な
い
市
の
職
員
が
事

務
部
長
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
ど
う
思
う
か
。

町
長　

病
院
改
革
に
精
通

し
た
方
が
望
ま
し
い
と
思

い
ま
す
。

問　

公
立
館
林
厚
生
病
院

と
館
林
高
等
看
護
学
院
の

今
後
の
対
応
は
。

町
長　

今
後
病
院
は
独
立

行
政
法
人
か
指
定
管
理
者

制
度
の
ど
ち
ら
か
、
看
護

学
院
は
民
間
委
託
の
方
が

い
い
と
考
え
ま
す
。

問　

町
の
健
診
を
受
け
て

い
る
人
は
ど
れ
く
ら
い
い

る
の
か
。

健
康
子
ど
も
課
長　

町
国

保
加
入
の
特
定
健
診
対
象

者
は
２
，
２
９
６
名
で
受

診
者
は
１
，
１
１
７
名
、

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
は
45

名
の
合
計
１
，
１
６
２
名

で
す
。

問　

太
田
・
館
林
保
健
医

療
圏
に
が
ん
緩
和
ケ
ア
病

棟
が
あ
る
病
院
は
ど
こ

か
。

健
康
子
ど
も
課
長　

群
馬

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で

す
。

問　

公
立
館
林
厚
生
病
院

に
が
ん
緩
和
ケ
ア
病
棟
を

作
れ
ば
病
院
が
生
き
る
道

が
開
け
る
の
で
は
な
い

か
。

町
長　

正
副
管
理
者
に
早

速
話
し
を
し
た
い
で
す
。

厚生病院にがん緩和ケア病棟を

【 町長 】正副管理者間で話しをしたい

大谷 純一議員
J U N I C H I  O Y A

2015年にリニューアルされた公立館林厚生病院つぶやき

厚生病院にがん緩和ケ
ア病棟ができるといい
なぁ。
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しっかりとヘルメットをかぶる中学生

※ 置き勉
児童・生徒が、登下校時の荷物を
軽くするために、教科書やノート
などの勉強道具を持ち帰らず、学
校に置いていくこと。

問　

ラ
ン
ド
セ
ル
、
か
ば

ん
の
重
さ
の
低
減
に
つ
い

て
、
現
状
ど
の
程
度
の
重

さ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
・
か
ば

ん
を
持
っ
て
登
下
校
し
て

い
る
の
か
。

教
育
長　

各
学
校
で
１
週

間
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

適
正
な
重
さ
を
小
学
校
１

年
生
で
０
．５
２
㎏
、
中

学
校
１
年
生
で
は
０
．１

３
㎏
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

小
中
学
校
と
も
、
も
う
少

し
減
ら
す
工
夫
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

問　

児
童
・
生
徒
の
健
康

や
安
全
を
第
一
と
考
え
て
、

町
は
ど
ん
な
対
策
を
し
て

い
る
か
。

教
育
長　

各
学
校
で
は
児

童
生
徒
の
登
下
校
の
荷
物

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
毎
日
持
ち
帰
る
必

要
の
な
い
学
習
用
具
に
つ

い
て
は
教
室
内
や
別
室
に

置
い
て
お
け
る
場
所
を
設

け
る
な
ど
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。

問　

各
学
校
に
お
い
て
既

に
一
部
教
材
等
に
つ
い
て

は
対
応
済
み
で
あ
る
、
置※

き
勉
の
詳
細
は
。

教
育
長　

西
小
学
校
で
は

国
語
、
算
数
以
外
の
教
科

書
、
中
学
校
で
は
年
度
当

初
に
各
学
年
の
教
諭
が
話

し
合
い
生
徒
に
伝
え
て
い

ま
す
。

ランドセル、かばんの重さ低減は

大澤 成樹議員
N A R U K I  O S A W A

【 教育長 】小中学校とも、もう少し
減らす工夫が必要

問　

群
馬
県
の
中
高
生
が

通
学
中
に
交
通
事
故
に
遭

う
確
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
位
で
す
。
本
町
に
お
け

る
児
童
生
徒
の
事
故
の
件

数
、
状
況
は
。

教
育
長　

過
去
５
年
間
の

事
故
件
数
は
10
件
で
す
。

ま
た
、
自
転
車
に
よ
る
事

故
が
９
件
で
、
飛
び
出
し

が
主
な
原
因
で
す
。

問　

自
転
車
乗
車
時
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
つ
い

て
教
育
委
員
会
か
ら
各
家

庭
、
学
校
に
ど
の
よ
う
な

指
導
、
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
か
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
と

し
て
統
一
の
指
示
は
出
し

て
い
ま
せ
ん
。
中
学
校
で

は
登
下
校
、
休
日
の
部
活

動
、
遠
征
時
も
含
め
て
必

ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

帰
宅
後
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
に
つ
い
て
は
家
庭
に
任

せ
て
い
ま
す
。

つぶやき

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は

【
教
育
長
】　

各
学
校
で
指
導
し
て
い
ま
す

置き勉の取組みすばら
しいです。
それでも重たいランド
セル何とかしなければ。
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町をあげてオリーブ産業に力を入れています
　瀬戸内海に浮かぶ小豆島。そこには２つの町があ
ります。小豆島町はそのひとつで、面積は本町の約
４倍、人口は約1.3倍の規模です。
　明治41年に国の要請によりオリーブの栽培を始
め、一時は規模の縮小もありましたが、今では国内
の生産量の約９割という圧倒的な規模になっていま
す。
　小豆島町はオリーブ栽培への支援を続け、「オリー
ブ課」という部署が町内の業者の窓口となっていま
す。そこでは、病害虫の対策や農地の拡大、苗木へ
の補助金やオリーブ普及の推進、また世界各国のコ
ンクール出展への協力も行っています。
　また、町内の業者はオリーブを使った食品だけで
無く、木工製品や飼料などいろいろな製品化にも取
り組んでいます。

　６次産業についてはオリーブ園として見学をして
もらいながら自家製品を売る場所もありますが、生
産農家と加工・流通・販売はうまく棲み分けが出来
ているような印象を受けました。
　地域で一丸となって生産や販売が活性化している
良い例だと思います。
　健康に良いオリーブは今後も需要が見込まれるた
め、他の地域での栽培も増加傾向とのことです。本
町でもオリーブは栽培可能ですので、検討課題のひ
とつだと思います。
 森　 雅哉　記

町民に理解される議会を
　徳島県那賀町は人口8,494人で議員数14人、面
積694.86㎢で本町の約32倍の面積があり、その
90％以上が山林です。那賀町は議会改革における
先進地で、早稲田大学マニフェスト研究所発表の
議会度調査ランキングにおいて全国927町村のうち
2017年は６位になりました。
　ケーブルテレビで本会議を生放送するため議会広
報紙は発行していなく、ペーパーレス化促進のため
全議員にタブレットを貸与しています。また、議会
アドバイザー（プロ）を委嘱し、町民からは議会モ
ニターを募り、成人式に新成人からアンケートを実
施し、町民に議会を知ってもらう、町民の意見を議

会に反映する努力をしています。
　また、議員定数削減や報酬削減は広く町民の意見
を拾うことから逆行しているとの意見が大勢で、立
候補者が増える魅力ある議会にはならないとのこと
でした。本町においても議会が機能を果たすために
は定数削減は不要と納得していただけるような議会
にしなくてはと思いました。
 大谷 純一　記

議会改革と６次産業について学ぶ

参加者：髙橋 祐二・川田 延明
　　　　青木 國生・細田 芳雄
　　　　柿沼 英己・小林 正明
　　　　襟川 仁志・森　 雅哉
　　　　大谷 純一・橋本 和之
　　　　酒巻 広明・大澤 成樹
　　　　高橋 純一（町長）

那賀町役場にて

小豆島町役場にて

那
な

賀
か

町
ちょう

小
しょう

豆
ど

島
し ま

町
ちょう

議会全体研修
平成30年10月２日～４日実施
場所：徳島県那賀町
　　　香川県小豆島町

視察研修
レポート
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会
柿沼 英己（委員長）
森　 雅哉（副委員長）
細田 芳雄
襟川 仁志
橋本 和之

≫主な所管事務について
総　務　課…冬の県民交通安全運動について
　　　　　　館林地区消防組合管内の火災発生

件数と救急出動状況
財　務　課…町内小中学校での租税教室の開催について
会　計　課…学校給食口座振替取扱い金融機関

拡大について

経　済　課…産業祭について
企業情報交換会について
ちよまつりについて

都市整備課…ふれあいタウンちよだ分譲状況について
新規工業団地（千代田工業団地）
の進捗について
都市計画道路進捗状況について

≫意見交換　風水害・雪害及び地震発生時の町職員の配備等について、災害被害発生時の対応について、
千代田町議会災害対応要綱（案）について

≫閉会中の継続調査について

問
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ち

よ
だ
分
譲
地
を
今
後
ど
の

よ
う
に
販
売
し
て
い
く
の

か
。

答
移
住
定
住
補
助
金
等

も
あ
り
、
今
後
も
Ｐ
Ｒ
し

た
い
で
す
。

問
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ち

よ
だ
分
譲
地
に
つ
い
て
以

前
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に

販
売
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

今
後
は
ど
う
か
。

答
今
後
も
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
に
提
案
し
、
販
売
促

進
を
検
討
し
て
い
き
た
い

で
す
。

問
千
代
田
工
業
団
地
土

地
買
収
の
実
施
に
あ
た
り

問
題
点
は
あ
る
か
。

答
難
し
い
案
件
は
存
在

し
て
い
な
い
。
土
地
の
造

成
開
始
前
に
は
契
約
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

問
企
業
情
報
交
換
会
は
、

町
外
か
ら
の
参
加
企
業
が

見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
も

町
外
企
業
に
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
く
の
か
。

答
今
後
も
人
脈
拡
大
を

目
指
し
て
町
外
企
業
に
も

声
を
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

意
見
交
換

災
害
被
害
発
生
時
の

対
応
に
つ
い
て

議
員
大
泉
町
で
は
ド

ロ
ー
ン
空
撮
会
社
と
災
害

協
定
を
締
結
し
、
被
害
状

況
を
早
期
に
把
握
す
る
と

し
た
が
、本
町
は
ど
う
か
。

執
行
部
本
町
も
様
々
な

分
野
で
災
害
協
定
を
締
結

し
て
お
り
、
災
害
時
の
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

千
代
田
町
議
会
災
害

対
応
要
綱（
案
）に
つ

い
て

議
員
大
規
模
な
災
害

時
の
対
応
で
、
議
員
の
安

否
確
認
な
ど
を
行
う
。

執
行
部
災
害
時
に
職
員

は
危
険
な
場
所
に
も
出
動

す
る
た
め
、
二
次
災
害
や

事
故
が
心
配
さ
れ
る
。

執
行
部
行
政
側
か
ら
の

応
援
要
請
時
に
協
力
を
し

て
も
ら
う
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

議
員
地
域
に
目
を
向

け
な
が
ら
、
活
動
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

町からの報告事項

主な協議事項

みんなの地域はみんなで守る

千代田町議会だより「大河」145号　平成31年１月25日発行 18



文教民生常任委員会文教民生常任委員会
川田 延明（委員長）
大澤 成樹（副委員長）
青木 國生
小林 正明
大谷 純一
酒巻 広明

≫主な所管事務について
住民福祉課…窓口用封筒について

平成31年度、学童クラブ申込について
在宅重度心身障がい者・障がい児見舞金について
千代田町社会福祉協議会、歳末慰問について

教育委員会…適応指導教室の移転について
給食費等の口座振替について

健康子ども課…平成31年度、住民健（検）診事業について
第２期子ども・子育て支援事業計画の策定について
平成31年度こども園利用申込状況について
風疹に関する追加的対策について

環境下水道課…下水道事業の進捗について
粗大ごみ回収の実施について

≫意見交換　ごみの減量化とリサイクルについて、教育環境諸問題について
≫閉会中の継続調査について

問
こ
ど
も
園
利
用
申
込

状
況
に
お
い
て
２
号
・
３

号
認
定
の
定
員
が
、
一
緒

に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答
事
前
の
入
園
申
込
案

内
の
表
現
と
統
一
し
た
た

め
で
す
。

問
妊
娠
を
希
望
し
て
い

る
夫
婦
等
と
39
歳
か
ら
56

歳
の
男
性
に
つ
い
て
も
早

急
に
風
疹
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
で
き
な
い
か
。

答
全
体
的
な
予
算
の
バ

ラ
ン
ス
と
緊
急
性
を
考
慮

し
な
が
ら
町
と
し
て
よ
り

良
い
選
択
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

問
ち
よ
だ
！
お
笑
い
ラ

イ
ブ
２
０
１
８
の
予
算

は
。

答
チ
ケ
ッ
ト
売
上
げ
収

入
が
約
40
万
円
あ
り
ま
し

た
の
で
町
か
ら
の
支
出
は

約
60
万
円
程
度
で
す
。

意
見
交
換

ご
み
の
減
量
化
と
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

議
員
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
・
生
ご
み
処
理

機
等
の
使
用
に
よ
り
各
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
の
量
を
減
ら
せ
る
と
思

う
が
。

執
行
部
生
ご
み
処
理
機

器
購
入
に
関
す
る
補
助
金

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
普
及
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員
平
成
25
年
度
以

降
の
補
助
金
件
数
を
見
る

と
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
町
の
ご

み
減
量
化
推
進
に
あ
た
り
、

職
員
に
も
生
ご
み
処
理
機

を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

一
つ
と
感
じ
ま
す
。

教
育
環
境
諸
問
題
に

つ
い
て

議
員
登
下
校
時
の
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
保
護
者

だ
け
で
は
な
く
地
域
の

方
々
に
も
お
願
い
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

執
行
部
現
在
40
数
名
の

地
域
の
方
に
パ
ト
ロ
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
町
広
報
紙
等
で
活

動
状
況
等
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
会
員
を
増
や
し
て
い
き

た
い
で
す
。

議
員
学
校
や
学
校
行

事
の
際
の
ケ
ガ
や
病
気
に

対
す
る
対
応
は
。

執
行
部
病
気
や
ケ
ガ
の

状
況
に
応
じ
て
各
学
校
毎

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
き
対
処
し
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

町からの報告事項

主な協議事項

家庭ごみ削減に向けた補助金事業

生ごみ処理機
生ごみ処理容器

ダンボールコンポスト
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議会を傍聴しませんか？
次回の定例会は、

３月５日（火）～３月15日（金）の予定です
（一般質問は初日の午前９時からです）

議会広報編集委員会
委
員
長

橋
本　

和
之

副
委
員
長

酒
巻　

広
明

委

員

柿
沼　

英
己

委

員

川
田　

延
明

委

員

森　
　

雅
哉

委

員

大
谷　

純
一

委

員

大
澤　

成
樹

委

員

髙
橋　

祐
二

今号の表紙
～議場内で堂々と発言していました～
11月６日、議場において、子ども議会が開催されまし
た。しっかりと発言している姿はとても素晴らしいと
感じました。12名の子ども議員のみなさんはこの経
験を活かして大きく成長してもらえればと思います。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　☎（86）7009

英会話教室
代表者：杉山　元子さん（舞木）

　この会の発足は約30年以上前の教育委員会
主催の英会話教室に始まります。短期プログ
ラムだったため、終了後に有志が集まり英会
話の先生を招いて当初は英会話を中心に活動
していました。また会員同士でカナダへ旅行
もしました。
　現在は英会話の先生がいないので、みんな
でテキストとなる本を本屋さんへ行って選び、声に出して英文を読み、お互いに訳を考えて確認し

合います。『フランダースの犬』や『不思議の国のア
リス』などを読んでいます。
　会員は４名しかいませんが、認知症予防のために
英語に触れる事とおしゃべりが楽しいです。

英語で
　認知症予防に一役！

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆様、ありがとうございました。

取材議員のひとこと

難しい英語の単行本を読めるのはす
ごい事です。見習いたいと思いまし
た。

大澤大谷
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